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【Ⅰ－３．１】 杭の抜上がり分布図 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※1：「千葉県環境研究センター：第 3 報 千葉県内の液状化－流動化現象とその被害の概要及び詳細分布調査結果―浦安
地区(1)―」の図 5 浦安市における杭基礎構造を持つと推定される構造物の抜け上がり量の分布 

 

東北地方太平洋沖地震による液状化被害の程度を面的に把握するため、「杭の抜上がり量のデータ」※1を用いて被害状況を整理しました。 
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【Ⅰ－３．３】 被災要因の検討 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

抜上がり量と Fs 層の関係 

被災程度と地下水位の関係 

平均値μ 2.007
標準偏差σ 0.949
データ数n 4305
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